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1.問題の所在と研究目的

地理教育では，社会的諸事象を，空間的広がりの中で認識させることが重要で

ある。授業では，地図を用いて，位震や分布を確認させるが，既存の地図から事

実を読み取る力や，統計数値や文字情報などを地図に表す力が身に付いていなけ

れば，社会的事象の背後に潜む要因や問題について考察させることはむずかしい。

読図力と作図力を養うことは，古くからの課題であるが，わが国では，地密の活

用技能を養うカリキュラムの作成や学習における地図の利用を深める研究は十分

でなかった。

しかし，現行の学翠指導要領では地理的技能の育成が重視され，地図の活用技

能を高めることが強調されている。地国への関心は俄かに高まっているが，教師

が意気込んで，多くの地理情報を盛り込んだ地留を用い，学習内容を児童生徒に

学ばせようとしても， I地図はむずかしいjという意識を植え付けてしまい，これ

までの学習を超えることはできない。地図を用いて関心を喚起する段階から，地

密を用いて問題を追究する段階へと転換していくしかけづくりが必要である。大

西 (2008)は，毅しみやすく分かりやすい主題図の利用を提案しているがベ主題

図は不要な情報を削除し，テーマに合わせて作成されたもので，作成者の意図を
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よく表している。それとともに，主題留を通して，各地図の特色と!浪界を教えら

れるし，児童生徒に気づかせることもできる。

また，情報化の進展に伴い，学校現場でもインターネットやG1 S (Geographic 

Information System)が少しずつ用いられるようになってきたが，そこでは， r地
図そのものの学習jよりも「地図利用の学習jが重視されている。適切な地図や

表現方法を学び，社会的事象の要因や問題を発見するために地図がどう使えるか，

地図からどう読み取るかを学ぶ。インターネットやG1 Sは日常生活と密接に関

わる'情報を提供してくれるため，より現実に却して考察することが可能となる。

また，教師や児童生徒が収集した情報を加工し，地図化することができ，様々な

パターンの地図を表示し，地図を重ね合わせ，地図上の清報を加徐することがで

きる。主題函の情報を加えていくことにより，一般図に近づくが， G 1 Sは，主

題留の学習を基礎として，一般図の学習へとつなげていく学習のプロセスに利用

できる。

本稿では，主題図そのものの学習と，主題図を通して社会的事象の要因や問題

を発見し，追究していく学習を f主題図学習jと定義し，この2つの学習を繋げ，

読図と作図の力を育成するためのG1 Sの利用について検討する。主題図を用い

た学習では，これまで国内の特定の地域について図形表現図や階級区分図を用い

てきた。高等学校では世界地理の内容が大半を占めるため，本稿では，世界の

学習を取り上げ，航空交通の側面より，世界各屈の結び付きの拡大と深化の特色

の読み取りに G1 Sがどう利用できるかを明らかにすることを本研究の目的と

するω

2. G I Sを利用した主題図学習

( 1 )主題図学習に関する先行研究

ノト・中・高等学校で使用される教科書の掲載地図をみると，小学校3・4年で

は位置や百印，縮尺，方{立が強調され，絵地図や一般図が多く，小学校5・6年

になると主題図が多くなり，中学校社会科地理的分野では，主題図の中でも階級

IR分図やaTI形表現図が多くなる。高等学校の地理では，分布や範函など空間的広

がりを捉えるための利用が増加する。

須原(1984) は， r詰め込み地図jから「考えるための地函Jへの転換を指摘
しているが(3)，考えるための地図は，平易で見やすいもの，テーマのはっきりし
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た地~であるべきである。

また，考察の前提として，地図に示された内容を正確に読み取り，地図のもつ

機能や限界について考えるとともに，基礎となる地図に関連のある情報を組み合

わせる方法を身につけておく必要があることを揚村(1984)は指摘するω。「作成

した地図を重ね合わせ，地図のオーバーレイ法による楽しさを実感させ， 1枚の

主題図からフィードパックしてどのような情報が地図に組み込まれているかを読

み取らせ，自ら仮説を見出し整理し，各自の考えを説明・確認するなどの作業を

通して，地図を自ら進んで活用する態度を育てるjと述べているが，オーバーレ

イ法は，かつてのOHPの技法を想起させる。 OHPは教材作りの手間と手軽さ

の面などから，あまり使用されなくなってきたが，社会的事象に潜む問題や要因

の発見のため，情報を分離・統合して分析する方法をとるならば， OHPは適切

な教具である。現在は，パソコンやインターネット， G 1 Sなどが利用されてい

るが，地理的見方や考え方を養う学習プロセスや教育方法・教育工学の研究等を

ふまえて，これらをどう利用するかの検討を一層進めるべきであろう。

さらに，仮説を立てて検証する授業についての論考は見られるが，内容重視の

立場であり，仮説検証にパソコンやインターネット， G 1 Sなどをどう利用すれ

ばよいか，換言すればそれらの役割を明らかにする研究がより一壕必要である。

仮説の検討や根拠を見出すために学習者が地図を探したり，描いたりすることに

より，次第に地留を自ら進んで活用するようになるが， I地図は利用しやすいjと

いう実感が持たせられるかが重要となる。その点から， 1枚の主題図を糸口に，

その地留のねらいや，何を発見し，何をどのように考察していくかという学習の

方向性を示すことが必要である。そして 利用目的ごとに 社会的事象を考察す

るための道具として地図が必要であるとの認識を深めていくべきである。

地図そのものの学習から，地図を利用した学習に重点が置かれると，地図の表

現方法の妥当性が関われなければならない。このことについて，大西 (2008)は，

事象に応じた適切なスケールと，問題の背後にある事象をスケールに応、じて読み

解く，複雑な思考が要求されると指摘しているへそのため，学習者が何を問題

とし，その原因をどのように考えるのかによって，間一問題に対しても異なる主

題図が作成される。モンモニア (1995)は fひとつの地域についてのデータからは

何種類もの地図が作成可能である。 1枚の地図は，その中のたったひとつに過ぎな

いjと述べているヘ地域の問題を表現する主題図は，作成者の意図が強く表れ
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ることから，利用者は批判的に地図をみる必要がある。若林 (2005)は， I可じデ

ータでも異なる地図が描けるため，伝達される情報の中身が違うと述べているの。

国土交通省国土政策局の「初等中等教育における G1 Sの活用事例jをみると (8)

小学校 5，中学校5，高等学校10の事例が紹介されていて，テーマや内容は多蚊

にわたっているが， G 1 Sソフトの利用は，フリーソフトの MANDARAがほと

んどで，主題図作成として利用している。その中で世界を取り扱った事例は 2つ

あり，いずれも MANDA孔札を用いて主題図を作成している。その lつは，世界

の人口増加率の主題図を生徒に作成させ，教員が一人当たり名目 GDPと安全な

水を得られる人の割合を示した地図を作成し，図の関係性を見出しながら南北問

題の解決に向けた取り組みについて考えさせる内容となっている。本稿も，学校

でよく利用されている MANDA孔礼を用いた授業を通して考察していく。

(2) GIS利用の必要性

G 1 Sは， i地理情報システムJ，i地理情報科学jと訳されているが，地理教育

では「地理情報システムjの立場で，地理情報の入力，加工，検索，解析，地図

イヒを総合的に扱うしくみであると解されている(秋本， 1996) (ヘ地理学の立場で

は， D.]. Maguire (1998)が， G 1 Sを地図学的，データベース的，空間分析的

側面から捉え， G 1 Sの機能として，データ取得・交換・編集・保存・構造化・

総描・変換・問い合わせ・分析・提示をあげ 重要度が用途によって異なると指

摘する (1ヘ地理教育では， G 1 Sそのものを学習させるのではなく，地理的事象

について G1 Sを使って理解させ，問題を発見し，考察を深めることをねらいと

している(井田， 2005)(1九その立場に立てば， G 1 Sは，地理情報の収集・整

理-分析・分析結果の表示といった一連の作業をさす。さらに，この展開を，学

習のプロセス(資料収集→整理→分析→解釈→発表→合理的判断・意思決定→活

動)の中で位置づけ，学習内容と関連づける必要があろう。三好 (2004)もiG 1 

Sの利用にあたって教育内容と方法の構造化が必要であるjと指摘しているω。

G 1 Sを，狭くデジタル地図とみるのではなく，授業の構造や方法にまで踏み込

んで，本質的な部分を問い直す契機として捉えるべきである。

また，若林 (2005)は「地留から因果的推論を行う際には注意深い吟11未が必要

である。地図を読むことで新しい問題を発見したり 問題解決の糸口を探るのに

役立つことは確かであるが，それは状況証拠でしかなく，さらなる裏付けがなけ
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れば説得力を欠く jと述べているω。これは，地理的技能川の育成につながる重

要な指摘である。

南埜 (2003)(15)や小橋 (2005)(ωは， iG 1 Sソフトやインターネットが使えな

いと， G 1 Sを学べないとの見方が強いjと述べているが，その一方で， iG 1 S 

孝文育で必ずしもコンピュータやG1 Sソフトを用いなければならないものではな

いjとも述べている。紙地図を使って地図と描かれる情報との関係を学ぶことも，

G 1 S教育の一環として広く位量づけてよい。

海外でも， Breetzke， G . El王steen，S . Pretorius， E (2011)は，南アフリカの10

~12学年で紙ベースの G 1 Sを用いたことによって，生徒の学習機会が拡大し，

教師も柔軟に教えられるようになったと述べている (1九南アフリカと日本で教育

事情は異なるが，パソコンやソフトがなくてもG1 Sを教えることができる事例
である。

ただ，ノト橋 (2006)(18)が指摘するように，学校現場では， G 1 Sはパソコンを

使ってソフトを操作して学習するものであると捉えられ，情報収集や分析，情報

機器操作の能力を高めるためのツールであるとの見方が強い。 G1 Sに対する認

知度も学校により格差が認められる。ソフトの操作に時間がとられてしまい，学

習を深められないことも少なくない。 Demirci，A (2011)は，米国の普通教室で

担当教員 1名が， 1台のパソコンを使って，効果的にG1 Sを教えられると述べ

ている (ω。問題を発見・解決するための方法の lつとしてG1 Sを利用し，得ら

れた結果を読み取ることを前提としたG1 Sの利用が必要とされている(加藤，

2006) (20)。

3.霞家の結び付きの学習

( 1 )国家の結び付きの学習の視点

2008年度 f高等学校地理歴史科学習指導要領jに「世界の国家群，貿易，交

通-通信，観光の現状と動向に関する諸事象を様々な主題図などをもとにとらえ

させ，地理情報の活用の方法が身につくよう工夫することjと述べられているが，

ここでは主題留と地理的技能の重要性を指摘し，貿易や交通・通信，観光等から

国家の結び付きを把握させることが記されている。

国家の結びつきについては， i資料の収集や分析などを通して，諸地域開の相対

的な位置，距離関係が変化し，人々の地理的視野が拡大するとともに国家間の結
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合や国際貿易が活発化，複雑化していることをとらえさせるために，年次の異な

る主題函や統計ーなどを比較し，関連づけてとらえさせるようにするとともに，地

理情報の活用の方法が身に付くよう工夫することJ，I国家間の結び付きなどにつ

いてとらえさせるため 主題図を活用し 地理情報の活用の方法が身につくよう

工夫することjと述べられている。地理Bでは，地理情報の収集と分析に，情報

通信ネットワークや地理情報システム (GI S)の活用を工夫することと記され

ている。

地理で扱われる国家の結び付きについては，①経済的結合，②政治的結合，③

変容理解の要因，④結合の程度と変化を理解させる視点がある。①の交通の学習

では，ハブ&スポーク型や，ハブとスポークの盛衰生成，ネットワークの結節点

の生成消滅を理解させる学習が考えられる。②は，国家や国家組織に関する学習

や公民の内容と関連づけられる。①は，社会的事象の変化を国内スケールで捉え

られない場合に，諸外国との関係を考慮する学習である。④は，結合の生成，強

化，分離，融合，分裂のどの段階にあるかをみる学習で，歴史の内容との関連が

深い。本稿では①②を中心に述べる。

( 2 )航空交通の地理教育的研究

交通の発達は，経済的・社会的・政治的・技術的側面から捉えることができる

が，福田(1980)は，教科書では経済的側面を過大に取り扱う傾向があり，貨物

輸送に偏重していると指摘している(却。貨物の品自内容に関心が持てる工夫がで

きれば，貨物輪送を詳しく取り扱ってもよいが，旅客輸送を重視した方が，より

生徒に関心を持たせられると考える。また，航空交通は，経済的側面だけでなく，

社会的・政治的側面も含めた考察が，他の交通機関以上に必要であると横山

(1956)は指摘する(泊。横山は，国際航空の航空路網から幹線軸を設定し，幹線

路の特色について述べているが，航空交通を地理教育の場で取り扱う際には，近

年の動向を知り，単に航空機の技術的特性や航空路とその経由地を学習させるよ

うな平板的・概念的取り扱いは避けなければならないと指摘している。

これに対し，青木(1987)は，交通地理学の立場から，①交通現象そのものを

研究対象とする見方と，②交通現象を所与の条件として，土地利用の変容や地域

の結合状態を説明する見方があることを指摘し，とりわけ②の立場が多く，各地

の交通現象の実態分析と，それらを結合して得られた帰納的な理論や傾向分析，
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歴史的発展過程を明らかにした研究が必要であると述べているω。しかし，地理

教育においては， I交通そのものを教えるjよりも「交通を通して地域的・国家的

結合性を学ぶ学習Jが多い。

( 3 )交通からみた国家の結び付きの学習

学習指導要領の地理的な見方・考え方の基本とされているのが，地理教育国際

憲章であり，そこに地理学の 5つの中心概念「位置と分布J，I場所J，I人間と自

然環境との相互関係J，I空間的相互依存作用Jが示されている。このうち本稿と

最も関係の深いのは，空間的相互依存作用である。これは，交通や通信で財やサ

ービス，資金，情報を移動させ，他地域と結びつきをもつことをいう。空間的相

互作用により，地域間の相互依存関係が強まり，相互の協力関係が構築・改善さ

れると考えられる。

井田 (2006)は地域間結合を地理学習でどう位置づけるかについて述べている

が凶，国家間の結び付きを内容構成の配列からみると，冒頭に位置している。ま

ず，地球を概観し，地図について学習するが，その後，様々な国家があり，それ

らが強く結びついていることを実感させる展開となっている。地理教育において，

交通は，交通機関別の特色や交通網など，交通そのものよりも，各国・各地域の

結び付きの疎密に気付かせるために学習するようになってきた。地域や国家の結

びイすきを，地図を用いて理解させるためには，該当する地域や国家の特色，地域

的-国家的つながりを示す組織についての学習が事前に必要となる。しかし，現

在の高等学校地理の教科書では，交通は冒頭に位霊づけられており，地域や患家

の特色など関連知識をふまえた交通の発生や特色への授業展開は内容の組み替え

を行わないとできない。むしろ，地理の最初の単元であることを前提として，地

理学習への興味や関心を持たせることが必要で，地層を用い，作業を通して問題

を発見する経験を与え，日常生活と関連づけて学習を進めることが重要である

(淀津， 1997)戸α邸凶5)

矢島 (19ω97η)は，日本発着の航空機の国際線時刻表と正距方位図法の地図を用

いて，時差やff:e:離について理解させ，世界各都市への重行使の便数より，いかに

多くの都市と結びついているとともに，結びつきの程度に差があるかを理解させ，

その背景について考察させようとしている{紛。地理学習の楽しさや必要性を喚起

し，地名の位霞を地図上で確認させ，作業上での発見を取り上げ，グループ学習
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で学び合う場面を設定するなどの工夫を述べている。成田と世界各都市の結び付‘

きをとらえさせようとしているが 本稿では世界各地の国家間の結び付きに着目

する。インターネットの情報やG1 Sの利用により，世界各地の発着便の情報が

容易に入手でき，地図を作成・重合し，グローパルな視点で各国関の結び付きを

捉えることができるようになった。

この他にも，日本を中心とする交通網の発達と主要都市までの時間距離の変化

を比較し，世界の諸地域とのつながりの変化や疎密の理由について考察する事例

がある(福田， 1997) (2η。福田は，日本発着の直行使の都市名と位置，定期便数，

所要時間，運賃などをグループで調べさせ，航空交通網の作図を行い，航空路網

の疎密と人の移動との関係から，地域的特性や地域間相互の結合と，その要因や

背景を考えさせるとともに，次時では航空貨物も取り上げ，最後に航空交通のあ

り方を話し合わせる展開を紹介している。この授業では教員の準備と生徒の作業

に多くの時間を要し，考察や話し合いでどれだけ深められたかに疑問が残る。次

章では，筆者の授業や生徒の感想などを手がかりに，国家間の結び付きの学習に

おける G1 Sの役割を検討する。

4. G I Sを用いた航空交通の授業

( 1 )概要

①単元構成

以上の点をふまえ，筑波大学附属坂戸高等学校の高校2年選択地理A (男子6

名，女子3名)で授業を実施した。 1学期の実授業時間は22時間，地球・地球

儀・地図・時差6時間，国家・地域IR分・主題図8時間，国際組織1時間，交通

4時間，通信 1時間，貿易 2時間を自己当した。交通については，航空交通(航空

機，航路・便数，輪送量，発達と地域差，影響と課題)と海上交通(船舶，航

路・便数，輸送量，特色，発達と地域差，影響と課題)を取り扱ったが，本稿で

は航空交通(2時間配当)に限定して述べる(表 1)。

②授業百標

航空交通の特色と，その発達の地域差を理解させるとともに，国家間の結びつ

きを，思i察使が就航する留を示した主題図から読み取り，結び付きがある国とな

い毘が存在する要因を考察し，主題図を利用して問題を発見する力を養う。
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表l 航空交通の学習指導過程(2時間)

~Ï':: ~ぜ'/1)、l'容 学習活動 総意 J誌、 GIS  資料

航空機 1草々な航空機の輸送能力 航空機が我々の生活を支え 旅 ffiIと統芸E ①航空機の断像

をま:ilる。主製!i]!と者!liIlの 容 貨物総i若に欠かせない交通 会社の結 ②航空会伎のパンフ

{立u:置をiil'fi~B する。 手段であることに気づかせる。 び{τtlt レ y ト

ーーー--一時世一ー 由一四一ーー一日ーー回世田一ーーーー』ー白ー ----ー--自由ーー『ー--冊目白ー』司圃ーー『 四四--ー世---

航空交通の 航空交通の長所と短所を {也の交通機関と比絞しながら， ③教科斡;医i袋

j壬ifrと短所 J土j}る 航空交通の特色を把泌させる。 @資料m図書を

航路/{，回数/ 世界各仰の主主Eな航空会 適切な表現方法にもふれ，航'{f;_ 航路と{吏 ⑤銃犯会社時刻表

総送設 干上の国際伎の航路と使 会社による +1Jit/;の理由や変化に 数の作@ ⑥!羽i!l!サイト資料

数，総}送践を側べる。 もは二;iiまするよう指滋する。 と総合 ⑦地図綬

安il.l! 主主さな'{2f品の j契機や機能 世界のハブ空港と!夜間 関西~~ 航路と俊 ③関連サイト資料

と比較する。 港のi主いの泡!IIJにiHlさせる。 数の{乍@ ③童話料m資料
ー四---ー句ー白骨申 - -ー日ー田園白骨四ー回世田ーーーー『ー自由 』ーーー--回目ー』四ー-ー#ー-- --ーー』四日 自由ーーーーーーーー 自由ー-- 世ーーー司自-- - --

影響/!l*.I!!i 国際空港の周辺Ji!lJ伎やi詣 国際空港のj均辺地織の土地利m 地図と硲1 ⑬i説j瓜(1998)叫

家 IIllの絞び{寸きへの影響 をH主総させるとともに. !i]!家の 像 ⑪教科盤、⑫資料集

を考書話する。 結び付きの栂i盗を理解させる。 資料、⑬身近な経験

③授業展開

授業は，説明と作業学習，グループによる話し合いを組み合わせて行った。知

識を定着させるためのワークシートと，特色や問題点を見出すための図表等の資

料，作業用の白地図を

用い，作図と読図と話

し合いを組み合わせ

た。主題図に示された

内容の読み取り，地図

の持つ機能や限界の理

解，関連情報を付加し

て地図を作成，収集デ

ータの地図化と他の地

図との比較，グループ

や個人で仮説を検討す

る作業を行った。

{説明}慨題提示:額際佼のつながりの特徴とその~Itl一司

+ 
{作図]I国際使就航留地図を作成ト→|インターネット、 GIS

+ 
[読図]I競べた航空会社のつながりの強弱読み取りト回

+ 
[:考察]¥世界全体でつながりの強弱読み取りトむIS

[話し合い}

{まとめ}

+ 
i強弱の要因ト情報検索
+ 
匿~

行手函段階)密際使の便数と蚕扉客数データ入手i

打奈留・考察段階) GISで作成した地図の利用と表示l

i(話し合い)関連情報の入手i

図1 授業の構造(表 lの二重線部分)
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表 lの二重線で囲んだ部分の授業については，世界の主な航空会社の国際便が

就航している留を便数に関わりなく同じ色で塗らせ，結びつきを示す地図を作成

させた。ここで注意したいのは，結びイすきの強さを示してはいないことで，結び

ついているかどうかを示している。結びつきの強さであれば，空港の所在する都

市から流線図で示す方法もあるが G 1 Sソフトの技術的な問題から固にした。

この作業を通して，国名の位置を確認させることができた。また，他の生徒のl翠

と比較することにより，航空会社(思)によるちがいも明らかにすることができた。

次に，作成した地図を比較して，どの航空会社も就航している国，多い毘，少

ない国に分類し，国家間の結びつきの違いとその理由を考えさせようとした。ど

の航空会社も就航している患として，アメリカ，イギリス， ドイツ，日本を挙げ

る生徒がいた。就航国の多い地域として，ヨーロッパが挙げられ，少ない地域と

して，ロシア，中央アジア，東ヨーロッパ，甫アメリカ，アフリカが挙げられた。

少ない理由として， i紛争が多いJ，i友好関係にないjなどが挙げられた。近隣国

への就航は多いが，南半球に位量するカンタス航空や南アフリカ航空は，双方の

国とアルゼンチンにも就航していることを，南極中心の正距方位図法の地図で示

す必要があった。パソコンソフト(図2)で作成した地図は，生徒の作業確認(図

3と図4を見比べるとアラスカ州部分の着色の相違に気づく)とともに，内容を

図2 MANDA孔生で主題図を作成する操作画面

カンタス航空が就航している国を 1 として Excel で作成した表をもとに，左の画面で図 4~6 の主題留
が作成できる。世ー界地図と重ねられる地図の掻類と数が限定される問題はあるが， OHPのTPのよう
な感覚で地図を重ね合わせられる。ここでは，カンタス航空の就航留をメ yシュで表示させ(表示のハ

ッチ)，南アフリカ航空の就航i習を塗りつぶす(表示のペイント)設定にした。ソフトの機能に合わせて
使用しなければならない。
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補完する役割がある。重ね合わせや図法を変えるとどのような地図になるか(図

4と図 5)を検討でき，政治的な影響も読み取れる(図6の米ロの就航国の相違)。

国3 南アフリカ航空就航国(生徒作成)

ノ

図4 南アフリカ航空就航居(着色部分)とカンタス航空就航国(メッシュ)

(MANDARAで教員作成)

図5 カンタス航空就航国 (MANDARAで教員作成)

『
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/ 

図6 アエロフロート航空就航国(着色部分)とAA就航国(縦線)

(MANDARAで教員作成)

④評価

本授業は，知識や理解の側面から，航空交通の発達による時間距離短縮とその

要因，航空交通の長所と短所，便数や輸送量からみた地域の違い，地域の特色を

理解できたか，技能の側面からは，地図や図表からの情報の読み取り，地図や図

表の作成，関心・意欲・態度の側面からは，学習意欲，話し合いへの参加，思

考-判断・表現については，国家のつながりの特色と変化を，航空会社の就航留

を地図に表現して見出し，つながりの地域差の要因について考えられたかという

点から評価した。

( 2 )地理的技能と G1 S 

授業では，生徒の手作業により作成した主題I~ と 教師が MANDARAを用い

て作成した主題図を用いた。作業はできるだけ単純にして，考える時間を多くと

った。また，開じ地理情報でも地留の種類や色の使い方等によって，表現される

内容が異なることを G1 Sで気づかせようとしたO 既成の地図やグラフは，作成

意図によって，様々な工夫が施されていることに気づかせたいため， 1枚の地国

の学習に時間をかけたO

G 1 Sソフトを用いる際の留意点としては， G 1 Sソフトで何ができるかのイ

メージを教師と生徒が持つことで，生徒の発達段階をふまえ， G 1 Sを用いて読

密や作函をどう進め，学習内容と関連づけられるかをよく検討しておく必要があ
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る。その意味では，授業を行う上で最低限知っておかなければならない基本操作

や基本概念を確認し，基本課題に取り組ませる。授業で比較的簡単な課題をやっ

てみせて・させてみて，実感を得させる。その後，各自テーマを決めて調べ，話

し合い，考察を深めていく。 収集・検索したデータを入力・加工し，分析につな

いでいく。問題解決学習へと展開するのなら，仮説設定・作図・分析を系統的・

連続的に行う必要がある。

iG 1 Sを授業で利用できるかjという問いは，単にソフトの操作ができるかど

うかということでなく，この機能やシステムを，授業でどう活かせられるかとい

う地理教育の本質に関わる。教育用G1 Sの開発においては，学校現場の要望が

十分にふまえられているとは言えない。ソフトのインターフェースを含め，現場

のニーズを開発にフィードバックしていくしくみが必要である。

( 3 )仮説についての考察

就航留の主題図を作成させる前に，どのような結果が見出せるかの仮説を立て

させた。担当する航空会社により，生徒の仮説は異なるが，以下のように集約で

きる(図 7)。

就航国の主題図作成後，それぞれの地図を並べて どのようなことがいえるか

をまとめさせ，発表させた。各国の地誌に関する知識があれば，国家間の関係に

ついては考察を深められると考えられる。授業では，生徒の分析から，以下を結

論としたが，特徴的であった 2人の生徒の分析・意見をもとに，もう少し検討し

てみたい。

①予想以上に多くの国や地域に航空便が就航しているが，なかでも欧米や日本

く航空会役所在地〉 く仮説 結び付き大> く結果:結び付き大(十以降下線部は作図・校図で発見)>

.、ノツロヨ↓
 

→ ヨーロッパ + 北米、アジア

→ 北米 →北米 十ヨーロッパ、アジア

→ アジア，北米 「 アジア・北米 十 三ことえ三

→ アフリカ，Jl.X米 → アフリカ・欧米 十 オーストラジア、南米

|オセアニア i → オセアニア，欧米 → オセアニア 十 東南アジア、南米

[~ 7 航空便からみた結び付きの仮説と結果

つd
「「
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の就航国が多い。

②ロシア，南米，アフリカ，南アメリカ，オセアニアの就航国が少ない。

①紛争の多い屈は就航していない。(既習の科目等の影響を受けていると考える)

(生徒Aについて)アエロフロート航空とユナイテッド航空を担当したが，仮

説と結果は異なり，仮説では「政治的・経済的に重要な留を選んでいるjと

考えたが，結果は「アエロフロート航空はアメリカのみでオセアニアはなく，

ユナイテッド航空はヨーロッパや南北アメリカが多いjと捉えている。全体

的には中央アジアやアフリカが少なく，授業後の感想、は， I地留を見ると，そ

の国の状況が感じ取れるのでおもしろかった。地図は 一目で何を言いたい

のかが分かるので使科だと思ったjと述べ，米口を選択した結果が表れてい

ると考えられる。

(生徒Bについて)AAとキャセイパシフイツク航空を担当したが，仮説と結

果は異なり，仮説では「近隣諸国や先進国に多く発展途上国や紛争地域は少

ないjと考えたが，結果では IAAは北半球の多くの国々とつながり，南半

球の留々とのつながりが弱く，キャセイパシフイツク航空はアジアや先進国

とつながり，南アメリカやアフリカとのつながりが弱いjと述べている。授

業後の感想、は「地留から読み取るのが苦手だったので 正直楽しいとは言え

ないが，たくさんの地留を見て，この冒とこの屈のつながりが強いことを発

見して驚いたJと述べている。

2人の事例から，どの国の航空会社を担当させるかが重要で，地図を読むこと

が好きでない生徒にとっても 地留からじっくりと読ませる練習は必要であるこ

とを再認識させられる。

ただ， 1枚の地図で世界のイメージをつかむことには慎重でなければならない

ことも再認識すべきである。吉田 (2006)は，世界のイメージはマスメディアや

学校教育，社会環境の影響を受けた情報によって形成されると述べ， I社会的・経

済的に類似し，関係が親密で情報が入りやすい留は多様なイメージを形成し， '1育

報が入りにくい留ではゆがんだり，空白となったり，ステレオタイプのイメージ

となるjと指摘している倒。

A
守
口
J



すべての生徒の感想を分類すると， I地図からさまぎまなことが読み取れ，おも

しろいj，I地図を見るとその国の状況が少し感じ取れるのでおもしろいj，I一自

で何を言いたいのかがよく分かるjと述べた生徒と 「地図から読み取るのが苦手

だったが，多少分かるようになってきたj，，-自分なりの考えが持てるようになっ

てきたjと述べる生徒に分かれる。日本と諸外国とのつながりをどう考えるよう

になったかについては， I失IJらなかった屈とのつながりを知ることができたj，I大

!豆!ばかりでなくいろいろな屈に関心をもったj，I発展途上国とのつながりが増え

ているjといった感想、が見られた。

社会的事象を，位置や距離の関係をふまえて，とらえさせることが必要である。

現代世界の特色と動向を「読むjことができる地図を適切に選択し，地図などか

ら現代世界の特色や動向に関心を持たせる工夫が必要であると考えさせられる。

( 4 )考察

授業の訴に，地理Aの教科書に掲載されている 2つの主題図を用い，地図から

どれだけのことが読み取れるかを碍かめた。対象とした生徒は地理を選択して受

講しているので， I~ 8を克ても，東京・パリの航空路の短縮と日本からの直行使

が出ている国に自を向けられているが，距離との関係に気づく生徒はいなかった。

目立つところだけをみようとしていることが分かった。また，図9で航空路と，

， ~196<lr::と 20日ままにおηる員長綜ーパリ践的航空..とB'広からの

Eηæl1~ò繍と""じIßぬ B掲示;?O l!a. UJ)'、

図8 東京・パリ間の杭空

路と日本からの直行使が

ある地域 a高等学校新
地理A.]帝国書院 (2012)) 

関9 主な航空路と日本からの航空宅配便が届く日

数 cr高等学校新地理A.]帝国書院 (2012)) 
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日本から航空貨物が届く日数との関係を考えさせた。ここでは，主な航空路と，

日本から航空宅配便が届く日数に，すべての生徒が自を向けられていたが，両者

の関係性にまでふれている生徒は半数で， I航空交通の発達している国や地域ほど

航空宅配便は阜く届くJ，I 4日以上かかっている屈には航空便がないJ，I単純な

距離だけでない地域差があるjなどの意見が述べられた。この作業を手がかりと

して，主題図を用いるねらいを明確にし，複数の情報が盛り込まれている地図で

はそれらの関係性が読み取れない生徒もいることを配慮して授業を構想した。授

業では， 1種類の地理情報を表現した単純な主題図を用いて，国家間のつながり

を考察する学習とし，以後の授業で，複数の地理情報を表現した地図を用いて，

表現内容と相互の関係性を把握させるような授業展開を考えたO

これまでの研究では，学習内容を軸として，学習方法をどう位置付け， G 1 S 

にどうふれさせるかという考えで，学習指導案が作成されていたが，本稿ではG

1 Sを含む地理的技能や学習方法を軸として，学習内容がどう関連づけられるか

を考える留を作成した(図10)。授業では，諜題に沿った題材を選定するが，生

徒の興味や関心よりも， G 1 Sを含む地理的技能の面を優先して決める可能性も

ある。また，仮説と結果の相違が生じるような素材を持ち込まなければ，学習は

C 

図10 学習のプロセスにおける GISの役製
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深化しない。本稿では主題I~学習について述べているため，中心に主題留につい

ての学習と主題図の利用についての学習を置き，主題図の作図と読国に関係があ

る地理的技能の要素を抽出し，関連づけながら，スパイラルに学習を深めていく

ことを，駒になぞらえて図示した。主題図学習においては，主題図の見方から利

用法へ，読I~ と作図を併用しながら，問題発見のための理解へと進められるよう

工夫していくことが必要であると考える。

また，仮説を想定し，作図等の作業を経て結果を見出していく学習(図11) で

は，二重線で囲んだ部分が学習の深化においては重要であるが，これまで，時間

等の制約から十分に行われていなかった。 GI Sは作図部分で時間が短縮され，

かつ多様な地図を表現でき，地図の修正においても容易であるため，学習の振り

返りやフィードパックを充実させる役割を持っているといえよう。

5.おわりに

"七色ζ弘
前日IlIffi

作@の問題一一静 11修正後結論

仮設の問題寸一幹 11仮説の変更

...-Hfl途を説明する要因の探究

図11 仮説を設定して地習を利用した学習の展開

屈家間の結びつきをGI Sソフトで分析しようとすれば，ソフトの機能の制約

を受け，できることには限界がある。しかし，パソコンやインターネットから得

られる情報や地図，図表など，様々な要素を体系的に結びつけることができれば，

G I Sの考え方や手法を授業に用いることができる。その点では，学習環境に左

右されないでGI Sを学ぶことができる。なお，本授業でフリーソフトの

MANDARAを使思したが，地理の授業では主題図作成のためによく使用されて

いて，利用しやすい簡便なGI Sソフトである。成果と課題については，以下の

点を挙げたい。

①G I Sを手IJ用して，作閣の時間を短くし，読図に時間をとることができたの

で，各国の結びつきの相違とその要因について考えさせ，話し合わせることがで
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き，学習内容の理解も深められたO ②地理情報を G1 Sソフトで地図化すること

により，思家の結びつきを理解するためにG1 Sが使えると実感できた。①図法

や地図の種類を変えて示し，主題図の学習を段階的に進めることにより，一般図

の学習につなげられるのではないかと考える。航空交通の学習では，この後に，

空港周辺の土地利用の変遷とその要因を，地形図学習と関連づけながら展開した。

課題としては，①主題留を重ね合わせ，変化と違いを確認させる，⑦多様なスケ

ールや視点から考察できるとよい。この点については， GISソフトの機能に依存

せざるを得ない。③地図と統計図表やインターネット情報との関連づけが必要で

ある。

付記

本研究の内容は， 2012年 7月21B日本地理教育学会第62回大会において口頭発

表したものを加筆修正したものである。
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Topical map study using GIS: Focusing on aviation traffic lessons 

for understanding the connection of countries in high school geography 

Koichiro KUNll弘RA

Research to deepen the use of map reading and creating a related curriculum has been 

lacking in ]apan. However， the development of geographical skills has been emphasized 

in geography courses and increasing the use of map skills has likewise been emphasized. 

Interest in maps is growing， but many students cannot read maps. Therefore， there is a 

need to encourage interest in map reading and move from investigating problems with 

map reading to ac加aluse of maps. 

Since GIS and the Internet provide us with information closely related to daily life， it is 

possible to consider the use of maps in more realistic terms. GIS is consistent with the 

process of learning that connects to the learning of general maps from thematic maps. 

In this papeζ1 define “thematic map learning" as learning about thematic maps， and 

learning to discover problems and factors related to social events through thematic maps. 

1 examine the use of GIS for connecting the learning of these problems and factors related 

to social events to cultivate the power of drawing and reading. The objective of this study 

is to determine the use of GIS in reading the characteristics of expanding and deepening 

global connectedness through aviation traffic lessons. 

In classrooms， students designed colored maps of international flights of major airlines 

around the wor1d and the di笠erentconnection points from origin country to connecting 

country as the major factor. In classroom environments where students could not easily 

access a personal computer， teachers created maps with “MANDARA" GIS software， 

which served to complement the content and provide tasks that allow verification of 

student map learning. Students could consider different mapping scenarios by changing 

the projection and superposition of countries. 

Using GIS， to reduce the time of drawing， to pr・ovidemore time for reading， students 

were able to think about the factors and di宜erencesin connection with each country and 

tlu'ough discussion understanding of learning content deepened. It was recognized that 

students understood connectedness between nations by using GIS. Challenges recognized 

are the superposition of themes， display of changes over time， perspective and scale， all of 

which rely on the capability of GIS software. 
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